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三

次
に
掲
げ
る
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

当
該
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
係
る

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
三
分
の
二
を
参
酌
し
て
二
分
の
一
以
上
六
分
の
五
以
下
の
範
囲

内
に
お
い
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
（
当
該
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
が
第
三
百
八
十
九

条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
三
分
の
二
）
を
乗
じ
て
得
た
額

イ

特
定
風
力
発
電
設
備
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

港
湾
法
第
三
十
七
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
占
用
の
許
可
を
受
け
た
者
が
、
当
該

占
用
の
許
可
に
係
る
同
号
に
規
定
す
る
港
湾
区
域
内
水
域
等
に
お
い
て
設
置
し
た
設
備

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項

第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
計
画
に
お
い
て
整
備
す
る
旨
が
記
載
さ
れ
た
設
備

農
林
漁
業
の
健
全
な
発
展
と
調
和
の
と
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
の
促
進
に
関
す
る
法

律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定
設
備
整
備
計
画
に
お
い
て
整

備
す
る
旨
が
記
載
さ
れ
た
設
備

ロ

特
定
地
熱
発
電
設
備
（
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

四

特
定
水
力
発
電
設
備
（
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
当
該
特
定
水
力
発
電
設
備
に
係
る
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
四
分
の
三
を
参
酌
し
て
十
二
分
の
七
以
上
十
二
分
の
十
一
以
下
の
範
囲
内

に
お
い
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
（
当
該
特
定
水
力
発
電
設
備
が
第
三
百
八
十
九
条
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
場
合
に
は
、
四
分
の
三
）
を
乗
じ
て
得
た
額

附
則
第
十
五
条
中
第
二
十
五
項
を
第
二
十
四
項
と
し
、
第
二
十
六
項
を
第
二
十
五
項
と
し
、
第
二
十
七
項
を
第
二

十
六
項
と
し
、同
条
第
二
十
八
項
中「（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）」を
削
り
、「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」

を
「
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
七
項
と
し
、
同
条
中
第
二
十
九
項
を
第
二
十
八

項
と
し
、
第
三
十
項
を
第
二
十
九
項
と
し
、
同
条
第
三
十
一
項
中
「
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
」
を
「
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
、「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に

関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
農
業
振
興
地
域
」
を
「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
十

九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
計
画
」
に
改
め
、「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。」及
び「（
農
地
中
間
管
理
権
の
存

続
期
間
が
十
五
年
以
上
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
農
地
中
間
管
理
権
を
取
得
し
た
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
一
月

一
日
を
賦
課
期
日
と
す
る
年
度
か
ら
五
年
度
分
）」を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
十
項
と
し
、
同
条
中
第
三
十
二
項
を

第
三
十
一
項
と
し
、
第
三
十
三
項
を
第
三
十
二
項
と
し
、
第
三
十
四
項
を
第
三
十
三
項
と
し
、
同
条
第
三
十
五
項
中

「
企
業
組
合
を
除
く
。）」
の
下
に
「
又
は
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る

農
地
中
間
管
理
機
構
」
を
加
え
、「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五

十
六
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
四
項
と
し
、
同
条
第
三
十
六
項
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」を「
令

和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
五
項
と
し
、
同
条
第
三
十
七
項
中
「
令
和
八
年
三
月
三

十
一
日
」
を
「
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
六
項
と
し
、
同
条
中
第
三
十
八
項
を
第

三
十
七
項
と
し
、第
三
十
九
項
を
第
三
十
八
項
と
し
、同
条
第
四
十
項
第
一
号
中「（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）」

を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
十
九
項
と
し
、
同
条
中
第
四
十
一
項
を
第
四
十
項
と
し
、
第
四
十
二
項
を
第
四
十
一
項

と
し
、
同
条
第
四
十
三
項
中
「
第
十
条
の
五
の
四
第
五
項
第
八
号
又
は
第
四
十
二
条
の
十
二
の
五
第
五
項
第
九
号
」

を
「
第
十
条
の
五
の
四
第
四
項
第
七
号
又
は
第
四
十
二
条
の
十
二
の
五
第
四
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

四
十
二
項
と
し
、
同
条
第
四
十
四
項
中
「
第
二
条
第
七
号
」
を
「
第
二
条
第
八
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十

三
項
と
し
、
同
条
第
四
十
五
項
を
同
条
第
四
十
四
項
と
す
る
。

附
則
第
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
前
条
第
十
二
項
」
を
「
前
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
第

十
二
項
、
第
二
十
六
項
若
し
く
は
第
四
十
五
項
」
を
「
前
条
第
十
一
項
、
第
二
十
五
項
若
し
く
は
第
四
十
四
項
」
に

改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
六
第
一
項
中
「
令
和
四
年
四
月
一
日
」
を
「
令
和
十
一
年
四
月
一
日
」
に
、「
令
和
八
年
三
月
三

十
一
日
」
を
「
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
、
次
条
並
び
に
附
則
第
十
五
条
の
八
」
を
「
か
ら
附
則
第
十
五

条
の
八
ま
で
」
に
、「
住
宅
の
新
築
に
係
る
都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る

同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
勧
告
」
と
い
う
。）を
受
け
た
者
が
、
同
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
当
該
勧
告
に
従
わ
な
か
つ
た
旨
を
公
表
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
で
新
築
し
た
住

宅
（
そ
の
敷
地
の
用
に
供
す
る
土
地
の
全
部
又
は
一
部
が
同
項
に
規
定
す
る
区
域
に
含
ま
れ
る
も
の
に
限
る
。）」
を

「
次
に
掲
げ
る
住
宅
（
当
該
住
宅
に
係
る
建
築
確
認
を
受
け
た
時
に
お
い
て
、
当
該
住
宅
の
建
築
を
す
る
土
地
の
全

部
が
第
一
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
区
域
外
又
は
都
市
計
画
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
街
化
調
整
区
域

（
第
二
号
に
お
い
て
「
市
街
化
調
整
区
域
」
と
い
う
。）の
う
ち
第
二
号
イ
若
し
く
は
ロ
に
掲
げ
る
区
域
外
に
あ
つ
た

場
合
に
お
け
る
当
該
住
宅
を
除
く
。）」
に
改
め
、「
除
く
。
以
下
こ
の
条
」
の
下
に
「
及
び
次
条
」
を
加
え
、「
次
条
第

一
項
」
を
「
同
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

次
に
掲
げ
る
区
域
内
に
あ
る
住
宅
（
当
該
住
宅
の
一
部
が
次
に
掲
げ
る
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該

住
宅
を
含
む
も
の
と
し
、
所
有
者
、
当
該
所
有
者
の
配
偶
者
又
は
当
該
所
有
者
の
二
親
等
以
内
の
親
族
が
居
住

の
用
に
供
し
、
又
は
供
し
て
い
た
住
宅
で
そ
の
居
住
の
用
に
供
し
、
又
は
供
し
て
い
た
期
間
と
し
て
政
令
で
定

め
る
期
間
が
五
年
以
上
で
あ
る
も
の
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
の
建
替
え
に
よ
り
新
築
さ
れ
た
住
宅
を
除

く
。）

イ

建
築
基
準
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
災
害
危
険
区
域
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

ロ

地
す
べ
り
等
防
止
法
第
三
条
第
一
項
の
地
す
べ
り
防
止
区
域

ハ

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

ニ

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
一
項
の
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域

ホ

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
浸
水
被
害
防
止
区
域

二

市
街
化
調
整
区
域
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
区
域
内
に
あ
る
住
宅
（
当
該
住
宅
の
一
部
が
イ
に
掲
げ
る
区
域
内
に

あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
住
宅
を
含
む
も
の
と
し
、
建
替
え
に
よ
り
新
築
さ
れ
た
住
宅
及
び
農
業
、
林
業
又
は

漁
業
を
営
む
者
の
居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅
を
除
く
。）

イ

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
一
項
の
土
砂
災

害
警
戒
区
域

ロ

水
防
法
第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
浸
水
想
定
区
域
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

附
則
第
十
五
条
の
六
第
二
項
中
「
令
和
六
年
四
月
一
日
」
を
「
令
和
十
一
年
四
月
一
日
」
に
、「
令
和
八
年
三
月
三

十
一
日
」
を
「
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
七
第
一
項
中
「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
」
を
「
令
和
十
一

年
四
月
一
日
」
に
、「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
同
法
」
を
「
長
期
優
良

住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律

の
施
行
の
日
」
を
「
令
和
十
一
年
四
月
一
日
」
に
、「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を「
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」

に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
八
第
四
項
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
九
第
一
項
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
か
ら
附

則
第
十
五
条
の
十
ま
で
」
を
「
、
次
条
及
び
附
則
第
十
五
条
の
十
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
、
第
五
項
、
第
九
項
及

び
第
十
項
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
九
の
二
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
三
年
三

月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
十
第
一
項
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
十
一
の
見
出
し
中
「
改
修
実
演
芸
術
公
演
施
設
」
を
「
改
修
特
別
特
定
建
築
物
」
に
改
め
、
同

条
第
一
項
中「（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
高
齢
者
移
動
等
円
滑
化
法
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、「
で
政
令
で
定
め
る
も

の
」
を「（
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
条
例
で
定
め
る
同
法
第
二
条
第
十
八
号
に
規
定
す
る
特
定
建
築
物
を
含
む
。）」

に
、「
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
主
と
し
て
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活
性
化
に

関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
実
演
芸
術
の
公
演
の
用
に
供
す
る

施
設
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
、
か
つ
、」を
「
令
和
八
年
四
月
一
日
か

ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
政
府
の
補
助
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
受
け
て
」
に
、「
高
齢
者
移

動
等
円
滑
化
法
第
二
条
第
一
号
」
を
「
同
条
第
一
号
」
に
、「
当
該
施
設
」
を
「
当
該
家
屋
」
に
、「
で
あ
つ
て
、
高
齢

者
移
動
等
円
滑
化
法
」
を
「
で
あ
つ
て
、
当
該
利
便
性
等
向
上
改
修
工
事
に
係
る
部
分
が
同
法
第
十
四
条
第
一
項
に


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